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４－４ 全学共通科目（知の探研除く）・全学交流科目の抽選について 

 

 全学共通科目・全学交流科目では、教育上の効果や円滑な授業運営を図るため、授業内容に応じて履修

者数の上限を定め、抽選により授業開始前に履修者を決定します。（一部科目を除く） 

 なお、科目区分毎に実施方法や留意事項が異なります。詳細は以下の各ページを参照してください。 

  

  ・ 「全学共通科目」「全学交流科目」・・・【See→25 ㌻】 

  ・ 「全学共通科目のうち言語文化科目（初修外国語）」・・・【See→19 ㌻】 

 

「全学共通科目（知の探研除く）」「全学交流科目」の抽選 

 

 １）「全学共通科目（知の探研除く）」「全学交流科目」の抽選登録時期は以下のとおりです。詳細につい

てはその都度掲示しますので、必ず確認してください。 
 

    抽選登録時期 

  第１学期開講科目： 

４月初旬 

  第２学期・夏季集中開講科目： 

   ５月初旬～５月下旬 

  第３学期・第４学期・冬季集中・春季集中開講科目： 

   ９月上旬（第４学期・春季集中開講科目の追加募集は１１月中旬にも実施） 
 

 ２）抽選の流れは以下のとおりです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 時間割やシラバス等を確認し、履修を希望する抽選対象科目が決まったら、学務情報システムから抽選

登録してください。学外からも登録可能です。抽選登録の手順については、掲示や「学務系システム利用 

の手引き」を参照してください。（※スマートフォンからも登録可能です。） 
 

  抽選結果公開後、当選者が定員まで達していない全ての科目について、学務情報システムから先着順で

追加募集を行います。（授業担当教員へ直接、追加募集実施の有無等の問い合わせはできません。） 
 

  抽選に当選した科目は、結果公開の時点で自動的に履修登録されます。また、追加募集で当選した科目

は、即時で履修登録されます。 

 

抽選で当選した科目は、履修削除できません。（追加募集で登録した科目は、追加募集期間終了時に履

修削除できなくなります。）抽選登録を行う時点でシラバスをよく確認し、自身が履修を希望する科目の

みを抽選登録するようにしてください。 

やむを得ず当選した抽選対象科目を削除する必要がある場合は、所属学部の教務担当窓口に相談してく

ださい。 

 

 

留意事項 

 

 １）「全学共通科目」「全学交流科目」の抽選対象科目は、抽選で当選した学生あるいは追加募集で登録

した学生以外は履修できません。(卒業・進級等の事情により、やむを得ず当選していない抽選対象科

目の履修が必要な場合は、所属学部の教務担当窓口に相談してください。) 

履修登録 

抽選登録 追加募集 

授業開始 
抽選結果

公開 
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 ２）必修となっている課題探究科目、英語科目、情報・数理データサイエンス科目が割り当てられている

時間帯の科目には抽選登録できません。 

 

 ３）「全学共通科目」には、一部抽選を行わない科目があります。抽選を行わない科目については、所属

学部等が定める、各学期の履修登録期間内に履修登録を行ってください。 

 

 

４－５ 履修登録のルール 

 

 （１）全学共通科目・英語科目・全学交流科目・教養教育科目授業時間表  

全学共通科目・英語科目・全学交流科目で開講される全ての科目について、時間割・履修対象学

生・教室・抽選の要否などを記載しています。これらの科目区分では、さまざまな科目が開講され

ています。各科目によって履修対象や授業形態が異なりますので、授業時間表及びシラバスをよく

見て履修登録を行ってください。 

 

 （２）全学部共通の注意事項 

          全学共通科目・英語科目・全学交流科目全体の履修のルールや注意事項について確認しましょう。 

    

①  履修登録・成績評価 

授業科目は学期単位で開講され、成績も学期ごとに評価されます。履修登録は学期毎に行い、夏

季集中に開講される科目は第１学期から、冬季集中・春季集中に開講される科目は、第３学期と同

時から学務情報システムにより登録できます。登録期間等の詳細は掲示にてお知らせします。（所

属学部等によって異なります。） 

 

②  履修対象の学部・学科等 
    履修に際しては、授業時間表の「履修対象の学部、学科等」欄の指定およびシラバスの指示に従

ってください。「履修対象学部、学科等」以外の学生は履修できないので注意が必要です。 

 

③ 重複履修の禁止 
          （1） 既に単位を修得した授業科目を再度履修することはできません。 

     （2） 同じ授業科目名の授業は、担当教員や授業内容が異なっていても、重複履修することはで

きません。 

     （3） 同一授業時間に開講される複数の授業科目を重複して登録することはできません。 

     （4） 上記（1）、（2）にかかわらず、重複履修できる科目があります。詳細は Moodle に掲載し

ている開講授業科目一覧を確認してください。 

 

④ 外国人留学生の言語文化科目（初修外国語） 
           外国人留学生は、言語文化科目（初修外国語）の履修にあたって、母語を履修することはできま

せん。 

 

⑤ 夜間主コース授業の受講の禁止 
           夜間主コース以外の学生は、夜間主コースの授業を履修することはできません。 

 

 （３）各科目の履修上のルール 

① 「全学共通科目」「全学交流科目」の内、英語で行われる科目 

授業で使用する言語が英語の科目については、授業時間表の備考欄に「英語で行われる科目」

と記載しています。これらの科目は英語力について受講要件がある場合がありますので、必ずシ

ラバスを確認してください。 
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② 英語科目 

           「コミュニケーション英語（Ｓ＆Ｌ）」 「コミュニケーション英語（Ｒ＆Ｗ）」 

１年次に開講される必修英語の授業です。入学時の Cambridge English Skills Test General

（４技能）の結果により、クラス分けを行います。指定されたクラスを変更することはできま

せん。  

 
          「アカデミック英語（プレゼンテーション）」 「アカデミック英語（ライティング）」 

              ２年次に開講される必修英語の授業です。 

       指定されたクラスを変更することはできません。ただし、専門教育科目の再履修科目と時間

割が重複している場合に限り、クラスの変更を認めます。クラス変更の手続きについては、一

般教育棟Ａ棟２階学務企画課教育支援グループにて確認してください。 

 

      「高年次英語」 

       ３年次以降に開講される選択英語の授業です。 

       クラス分けは行いませんので、自分で履修したい科目を選んで登録してください。履修登録

方法の詳細は別途案内します。 

       医学部医学科、医学部保健学科、工学部機械システム系、工学部化学・生命系は２年次に開

講されます。また、クラスが指定されている場合がありますので、授業時間表を確認してくだ

さい。 

 
 

４－６ 必修科目の再履修 

 

 全学共通科目及び英語科目における必修科目の単位を修得できなかった場合、再履修が必要になります。

必修科目の再履修は、科目によって登録方法が異なる場合がありますので、以下を参照のうえ、登録を行

ってください。全学共通科目の選択科目、全学交流科目は、通常の履修登録手続きに従ってください。 

 なお、休学等で初年次に以下の科目を履修しておらず、復学後に履修する場合の履修方法は、所属学部

等の教務担当に相談してください。 

 

 （１）知の探研 

再履修者は、翌年度第１学期のオンライン授業の Moodle コースに自動的に登録され、学生番号の

末尾が偶数の場合は第２学期に、奇数の場合は第３学期に教室授業を受講します。専門教育科目と

の兼ね合いで、学生番号で振り分けられた教室授業の学期に不都合がある場合は、一般教育棟Ａ棟

２階学務企画課教育支援グループ（２番窓口）に相談してください。 

 
 （２）情報処理入門 1(情報機器の操作を含む) 

１年次の第４学期に再履修者用クラスを開講しますので、第４学期の履修登録期間中に各自で履

修登録を行ってください。または、翌年度の同じ科目を履修することも可能です。その場合は、一

般教育棟Ａ棟２階学務企画課教育支援グループ（２番窓口）に相談してください。 

 
 （３）数理・データサイエンスの基礎 

再履修者用クラスはありません。翌年度の同じ科目（自分が所属する学部・学科・系が開講する

科目）を各自で履修登録してください。 

 
 （４）コミュニケーション英語（Ｓ＆Ｌ、Ｒ＆Ｗ）、アカデミック英語（プレゼン

テーション、ライティング） 

単位未修得者用クラス（英語外部検定試験のスコアレベル不問）が開講されていますので、各自

で履修登録を行ってください。 

または、自身の英語外部検定試験のスコアレベルに合致したクラスをレベル表で確認のうえ、当

該クラスの担当教員に許可を得て履修登録申請を行い、申請の翌日以降（土日祝を除く）に各自で

履修登録を行ってください。 
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   レベル表など、詳細は WEB サイトに掲載しています。以下の URL を参照してください。 

    https://www.okayama-u.ac.jp/tp/student/englishclass.html 

https://www.okayama-u.ac.jp/tp/student/englishclass.html
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 大学の授業を受講するためには、授業を選んで時間割を作成し、履修登録の手続きを行う必要がありま

す。「この授業科目をうけますよ。」という意思表示をする手続きのことです。高校では決められた時間

割どおりに学習しますが、大学では、皆さんの意思で、学習したい授業科目を選択できる「選択科目」が

あり、一定の範囲の自由度があります。もちろん、卒業や資格取得にはこの授業科目の単位が絶対必要と

いう「必修科目」がありますので、注意が必要です。 

 

 また、履修に際しては、いろいろなルールがあります。以下の説明をよく読んで、皆さん自身の責任で

履修の制度を確認し、学習目的に沿った授業科目を選択してください。履修制度の勘違いや、登録漏れな

どによって、進級や卒業ができなかったり、卒業時期が延びたりすることもありますので気をつけてくだ

さい。 

 

  履修登録は、学期毎に、学務情報システムから行います。 

 

４－１ 時間割作成に必要な資料 

 

授業を選び、時間割を作成するための資料として、次のようなものが用意されています。 

 

・『学士課程教育 履修の手引』（本手引） 

・全学共通科目・英語科目・全学交流科目・教養教育科目『授業時間表』 

 ・各学部の『学生便覧』等 ※名称は学部により異なることがあります。 

 ・各学部の『授業時間割』※名称は学部により異なることがあります。 

・『授業概要（シラバス）』 

 

第３章で紹介した科目区分によって、参照する資料が異なります。また、時間割も科目区分によって参照

する資料が異なります。これらは以下のように分けられています。 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

皆さんが、大学を卒業するためには、それぞれの所属する学部学科等によって決められている全学共通科

目、英語科目及び専門教育科目の卒業要件単位数を満たさなければなりません。卒業要件単位数は、各学部

の『学生便覧』等に記載されていますので、よく確認してください。 

 

 

 

全学共通科目 課題探究

情報・数理データサイエンス

健康・スポ―ツ科学

市民性と異文化理解

英語科目 必修英語

選択英語

専門教育科目 全学交流科目

専門基礎科目

専門科目

科　目　区　分 参照する資料

　〇『学士課程教育 履修の手引』
　〇全学共通科目・英語科目・全学交流科目・教養教育科目
　　『授業時間表』

　□各学部の『学生便覧』等
　□各学部の『授業時間割』
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なお、授業概要（シラバス）は、本学WEBサイトから閲覧することができます。 

 
https://www.okayama-u.ac.jp/  

      →「在学生・保護者の方」→「シラバス」 

 このシラバスは、必要に応じて教員が随時内容を更新します。 

  

シラバスには、授業概要や授業担当教員名の他、ナンバリングコード、授業計画、授業時間外の学習（予

習・復習）方法、授業形態、教科書等、成績評価などが記載してあります。シラバスは、皆さんが授業科目を

履修する際、準備学習等を進めるための基本となるものです。また、授業の内容を事前に把握できるので、

計画的・体系的な授業科目の選択が可能となります。 

 

※ナンバリングコード 

ナンバリングコードとは各授業科目の分野、対象学生及び授業内容のレベル等を分類し、特定の記号

や番号を付すことで教育課程の体系性を明示するコードのことです。 

岡山大学のナンバリングコードは、「AREAｔTGETｘpqr W」の１４桁で構成されており、「AREA＝分野」

「ｔ＝授業形態」「TGET＝対象学生」「ｘ＝レベル」「pqr＝授業を識別するための連番」「W＝留意事項

の有無」の６つのカテゴリーに区別されます。各カテゴリーの詳細については以下 URL をご覧ください。 

https://www.okayama-u.ac.jp/tp/life/numbering.html 

 

 

４－２ 時間割を作成する 

  

前述の資料をもとに、学期ごとに受講する予定の授業を選びます。 

 

 

４－３ 履修登録の方法 

 

 皆さんは、自身で立てた履修計画に基づき、履修しようとする授業科目について、皆さん自身で「履修

登録」を行うことになります。各自のパソコン・スマートフォン等で登録できます。履修登録の方法につい

ては、「学務系システム利用の手引き」で確認してください。登録期間は、所属学部で異なりますので、

注意してください。 

  登録時には、入学時に大学から配布された岡大ＩＤ及びパスワードが必要です。 

 

https://www.okayama-u.ac.jp/
https://www.okayama-u.ac.jp/tp/life/numbering.html

